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1. 背景・目的等 

①計画の背景・目的 

釧路市では、現在、築３０年を超えながらも大

規模改造工事等が未実施の学校施設が約３割を

占めており、老朽化の進行や施設設備の不具合な

どの課題を抱えています。 

また、少子化などの社会状況、教育内容・方法

の多様化などの教育環境に係る課題に対応した

施設整備が求められている中、児童生徒の安心安

全な教育環境の確保、学校施設全体の管理運営の

適正化、財政負担の軽減、平準化を目的として、

中長期的な整備計画である「釧路市立学校施設長

寿命化計画」を策定しました。 

②上位計画、関連計画 

本計画は、国が示す上位計画や文部科学省の示

す長寿命化の考え方、本市が策定した関連計画等

との整合を図り策定しました。また、計画推進に当たっては、２０２１年度(令和3 年度)より検討を開始する「釧路

市立小中学校のあり方検討」との整合も図る必要があります。 

③計画の期間 

対象施設が今後必要な長寿命化改修等を行う目安となる４０年間を見通した上で、２０２１年度(令和3 年度)より

１０年間とします。 

④対象施設 

対象となる施設は、市内小学校２６校、中学校１５校、高等学校１校、幼稚園２園、給食施設３施設です。 

2. 目指すべき姿 

学校施設の目指すべき姿 

上位計画等との整合を図りつつ、文部科学省の「学校施設整備

基本構想の在り方について(平成２５年３月)」で示された内容を

参考に右記のとおり定めました。 

 

3. 学校施設の実態 

学校施設の概要 

学校施設の延床面積は、２０２０年(令和２年)５月１日現在、小学校１５４，７５０㎡、中学校９５，０８０㎡、高

等学校１１，７２４㎡、幼稚園１，６１０㎡、給食施設３，５６６㎡となっており、合計延床面積は２６６，７３０

㎡となっています。 

 

 

4. 基本的な考え方 

①予防保全型の維持管理 

学校施設を含む公共施設は、これまで不具合が発

生した後に修繕や改修を実施する「事後保全型」の

維持管理を行ってきましたが、今後は予め計画した

時期に計画した部位の改修を実施する「予防保全

型」の維持管理に転換していく必要があります。 

本市においても、改修の程度を軽減する観点や費

用を計画的に平準化する観点から、この観点を踏ま

えて維持管理を行っていきます。 

②長寿命化改修等の基本的な方針 

市の財政負担を軽減させるとともに施設を健全

な状態に保ちつつ、可能な限り長く使い続けること

を基本的な方針としました。 

③目標使用年数の設定 

これまでは、校舎等の建物の建替えを４０～５０

年程度で実施してきましたが、本計画では、日本建

築学会の「建築物の耐久計画に関する考え方」にお

ける「建築物全体の望ましい目標耐用年数の級」を

参考として、８０年程度と設定しました。 

④改修周期の設定 

建物を構成する部材には、使用部位や材質に応じ

た耐用年数の目安があり、その目安に基づいて計画

的に更新することが建物の機能を維持し寿命を延

ばすことにつながります。 

屋根防水や外部塗装、設備機器等は、耐用年数が

おおむね１５～２０年程度であることから、本計画にお 

ける建物の標準的な改修周期をおおむね２０年と設定し 

ました。 

 

5. 施設整備の水準 

改修等の整備水準 

本市の学校施設の整備は、劣化状況調査

の結果を踏まえ、機能向上やコスト縮減な

どを考慮しながら進めていきます。 

築年数や劣化の程度等は建物ごとに異

なるため、実施設計段階において、個々の

施設の状況に合わせた水準で整備を行い

ます。 

児童生徒の学習環境、教職員の執務環

境、施設の維持管理等を考慮し、長寿命化

や機能向上を図ります。 

 

 

    

釧路小学校 桜が丘小学校 愛国小学校 幣舞中学校 

 

 

 

主な整備項目・水準 
◆老朽化に係る整備項目 

(1) 屋根・屋上 

(2) 外壁仕上 

(3) 内部仕上 

(4) 電気設備 

(5) 機械設備 

◆安全安心に係る整備項目 

(1) 防犯・安全対策 

(2) 防災対策 

 

◆機能向上に係る整備項目 

(1) 教育環境向上 

(2) トイレ機能向上 

(3) バリアフリー対策 

◆地域の拠点性に係る整備事項 

関連施設との機能集約など 

◆給食施設に係る整備項目 

学校給食衛生管理基準に則 
した整備 

(1)安全・安心な学校施設 

(2)多様な教育・学習形態に対応した学校施設 

(3)誰もが快適に利用できる学校施設 

(4)地域と共にある学校施設 
(5)安全・安心な食を提供する給食施設 

【 釧路市学校施設長寿命化計画の位置付け 】 

【 改築中心から長寿命化への転換イメージ 】 

【 釧路市内の学校 】 
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6. 長寿命化の実施計画 

①建物部位の劣化状況 

過年度実施の劣化状況調査から屋根屋上、外壁の劣

化状況の例を右記に示します。広範囲に劣化が見られ

る部位は C 評価、著しい劣化が見られる部位は D 評

価となります。 

②学校施設の健全度の状況 

対象となる学校施設のうち健全度６０以上の建

物は、全体の約８割を占めています。 

また、健全度９０以上の建物は全体の約４割を占

めています。 

これは、２０１２年度(平成２４年度)より小中学

校１５校で実施した耐震改修工事及び大規模改造

工事によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③施設整備の優先度の考え方 

優先度は、各学校を棟ごとに「健全度」、「築年数」、「改修

履歴」によるグループ分けを行い、改修等の効率性、予算の

平準化等を総合的に勘案し設定しました。 

優先すべき建物の整備の方針は以下のとおりです。 

◆健全度６０以下の学校は、長寿命化改修等の優先整備校   

に位置付け 

◆D 評価の学校は今後５年以内を目安に個別改修を検討 

◆C 評価の学校は劣化進行状況に応じて個別改修を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④今後の施設整備に係る試算 

予防保全型の維持管理などによ

り、長寿命化改修工事などを行いな

がら、約８０年程度建物を使用する

長寿命化改修中心の施設整備を基本

とします。 

従来型施設整備を実施した場合と

長寿命化型施設整備を実施した場合

の今後４０年間のコスト試算を行い

ました。 

 

◆従来型施設整備のコスト試算 

従来型施設整備を行った場合、

今後４０年間の総事業費は約１，

１２１億円、平均年間事業費は、

約２８億円と試算されました。 

 

◆長寿命化型施設整備のコスト試

算 

長寿命化型施設整備を行った場

合、今後４０年間の総事業費は約

８８０億円、平均年間事業費は約

２２億円と試算され、従来型施設

整備に比べ、２４１億円(約21%)

の費用削減効果が見込まれます。 

 

今後、児童生徒数の動向や「釧路

市立小中学校のあり方検討」の結

果の分析、情報収集など、更なる

検討を深めていきます。 

7. 継続的運用の方針 

①施設情報の一元管理と活用 

本計画策定時に調査・整理した学校施設に係るデ 

ータベース(学校カルテ)で施設関連情報を一元的に 

管理し、右記の点に留意しながら本計画を継続的に 

運用していきます。 

 

②フォローアップ 

本計画は、学校施設整備の方向性を示すものであり、 

学校施設の維持保全や機能及び性能の向上を目指し、 

継続的に長寿命化改修などを進めていきます。 

また、学校を取り巻く環境の変化や児童生徒数の動向、 

市の財政状況等に対応するため、ＰＤＣＡサイクルを実 

施し、定期的に計画の進捗状況を確認・状況把握します。 

 

Ｃ評価の例 Ｄ評価の例 

  
外壁材の剥離・亀裂 鳥取西中学校 防水層の膨れ 愛国小学校 

  

金属屋根の錆 朝陽小学校 水たまり 幣舞中学校 

  
防水材の劣化 青葉小学校 コンクリート壁の爆裂 幣舞中学校 

留意点 

◆建物老朽度などの定期的な情報の更新 

◆日常点検や定期点検の実施 

◆適切な維持管理の推進 

◆計画推進に係る体制の整備 

Plan（計画策定） 長寿命化計画の策定・見直し 

Do（計画実施） 
計画に基づき、適切な改修や日常的な維持管

理等の実施 

Check（評価・検証） 
整備による効果検証と、整備手法など改善す

べき点について課題整理 

Action（改善） 
評価・検証結果をもとに、課題を洗い出し、

必要があれば計画を見直す 

※Ｄ評価の部位のある学校は

太字下線表示しています。 

※青葉小学校については、Ｄ評

価の外壁部分の一部改修工

事を２０２０年度に実施し

たことから、健全度を６２と

して優先度を検討していま

す。 

※清明小学校については、Ｄ評

価の屋上部分の改修工事を

２０２０年度に実施したこ

とから、健全度を５４として

優先度を検討しています。 

【 屋根屋上、外壁の劣化状況の例 】 【 健全度と劣化の傾向 】 

【 グループ分けの考え方 】 

【 施設整備の優先度 】 

【 フォローアップの手法 】 

【 コスト試算の結果 】

【 継続運用の留意点 】 
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２８億円/年 


